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このコーナーでは、市立長浜病院のスタッフの紹介を兼ねて、「普段の生活での予防

法」など生活に役立つ“健康豆知識”を紹介します。

「
被
ば
く
」
っ
て
何
？

２
０
１
１
年
３
月
の
東
日
本
大
震

災
に
伴
う
東
京
電
力
・
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
の
事
故
以
来
、「
被
ば

く
」
と
い
う
言
葉
を
し
ば
し
ば
耳
に

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
被
ば

く
」
と
聞
く
と
、
広
島
・
長
崎
の
惨

状
や
原
発
事
故
と
結
び
つ
き
、
悪
い

イ
メ
ー
ジ
ば
か
り
が
先
行
し
ま
す

が
、
皆
さ
ん
が
病
院
で
受
け
る
Ｃ
Ｔ

検
査
や
胸
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
も
、

被
ば
く
な
の
で
す
（
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
や

超
音
波
検
査
は
被
ば
く
し
ま
せ
ん
）。

ま
た
、
が
ん
に
対
す
る
放
射
線
治
療

も
被
ば
く
を
応
用
し
て
い
ま
す
し
、

温
泉
好
き
に
は
有
名
な
ラ
ジ
ウ
ム
温

泉
も
入
浴
す
る
と
被
ば
く
し
ま
す
。

放
射
線
に
は
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の

よ
う
な
「
善
玉
」
と
「
悪
玉
」
の
区

別
は
無
く
、
病
院
で
使
う
放
射
線
も
、

原
発
事
故
の
際
に
漏
れ
る
放
射
線

も
、
人
体
へ
及
ぼ
す
影
響
は
全
く
同

じ
な
の
で
す
。「
被
ば
く
す
る
と
、

が
ん
に
な
る
の
で
は
な
い
か
」「
子

孫
に
悪
影
響
が
及
ぶ
の
で
は
な
い

か
」
と
い
っ
た
心
配
が
常
に
付
き
ま

と
い
ま
す
が
、
ど
れ
だ
け
被
ば
く
す

る
と
、
悪
さ
を
す
る
の
か
は
、
専
門

家
の
間
で
も
意
見
が
分
か
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て

も
「
正
し
く
怖
が
る
こ
と
」
が
非
常

に
困
難
に
な
っ
て
い
る
の
が
実
情
で

す
。長

浜
市
は
若
狭
の
原
子
力
発
電
所

か
ら
近
い
の
で
、
市
立
長
浜
病
院
と

長
浜
市
立
湖
北
病
院
が
初
期
被
ば
く

医
療
機
関
に
、
長
浜
赤
十
字
病
院
が

よ
り
高
度
な
治
療
を
行
う
二
次
被
ば

く
医
療
機
関
に
、
そ
れ
ぞ
れ
県
か
ら

指
定
を
受
け
、
定
期
的
に
訓
練
や
勉

強
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
福
島
の

よ
う
な
事
故
が
二
度
と
起
き
て
は
い

け
ま
せ
ん
が
、
万
一
の
備
え
を
進
め

て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
折
に
触

れ
て
、
正
し
い
放
射
線
の
知
識
を
得

る
よ
う
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。
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健
康
な
が
は
ま
21
（
第
３
期
）

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防

■問
健
康
推
進
課
（
7
６
５
‐
７
７
７
９
）

「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
通

称：

ロ
コ
モ
）」
と
は
、
骨
・
関
節
・
筋
肉

な
ど
の
運
動
器
の
機
能
が
衰
え
て
、「
立
つ
」

「
歩
く
」
と
い
っ
た
動
作
が
困
難
に
な
っ
た

状
態
を
い
い
ま
す
。
進
行
す
る
と
、
介
護

が
必
要
に
な
っ
た
り
、
寝
た
き
り
に
な
る

リ
ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
。

ロ
コ
モ
の
原
因
は
主
に
３
つ
あ
り
、
運

動
不
足
な
ど
に
よ
る
「
バ
ラ
ン
ス
能
力
の

低
下
」、「
筋
力
の
低
下
」
と
、
こ
れ
ら
が

引
き
起
こ
す
「
骨
や
関
節
の
病
気
」
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。

骨
や
関
節
の
病
気
に
は
、
骨
粗
し
ょ
う

症
や
変
形
性
膝
関
節
症
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
に
は
痛
み
を
伴
う
こ
と
が
あ
る
た

め
、
身
体
を
動
か
さ
な
く
な
り
運
動
器
全

体
の
機
能
が
低
下
し
、
さ
ら
に
症
状
が
悪

化
す
る
と
い
う
悪
循
環
に
陥
り
ま
す
。

心
当
た
り
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

簡
単
に
で
き
る
ロ
コ
チ
ェ
ッ
ク
！

次
の
７
項
目
は
、
バ
ラ
ン
ス
能
力
や
筋

力
・
歩
行
能
力
、
持
久
力
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
も
の
で
す
。
一
つ
で
も
当
て
は
ま
れ
ば

ロ
コ
モ
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ロ
コ
モ
は
予
防
・
改
善
が
可
能
で
す

ロ
コ
モ
と
い
え
ば
、
高
齢
者
の
病
気
と

思
い
が
ち
で
す
が
、
若
い
時
期
か
ら
暮
ら

し
の
中
に
運
動
習
慣
を
取
り
入
れ
、
早
め

に
対
策
を
始
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
次

の
こ
と
を
心
が
け
な
が
ら
、
い
つ
ま
で
も

元
気
な
心
と
足
腰
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

①
地
域
や
職
場
で
開
催
さ
れ
る
行
事
や
ス

ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
へ
の

積
極
的
な
参
加

②
運
動
を
楽
し
む
た
め
に
仲
間
を
つ
く
る

③
日
常
生
活
で
体
を
動
か
す
こ
と
を
意
識

し
、
積
極
的
に
外
出
す
る

こ
の
春
、
新
入
生
・
新
社
会
人
と
な
る
皆
さ
ん

鉄
道
・
バ
ス
の
利
用
と
切
符
購
入
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

■問
都
市
計
画
課
（
7
６
５
‐
６
５
６
２
）

公
共
交
通
に
は
利
点
が
い
っ
ぱ
い
！

電
車
は
時
間
に
正
確
で
安
全
、
バ
ス
は

安
価
で
エ
コ
な
移
動
手
段
で
す
。
さ
ら
に
、

移
動
中
に
読
書
し
た
り
、
休
息
す
る
な
ど
、

自
動
車
の
運
転
中
に
は
で
き
な
い
時
間
の

使
い
方
が
で
き
ま
す
。

市
で
は
、「
乗
っ
て
守
ろ
う
！
湖
北
の
公

共
交
通
」
を
合
言
葉
に
、
北
陸
本
線
や
湖

西
線
、
路
線
バ
ス
の
利
用
促
進
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
電
車
や
バ
ス
で
の
通
勤
、

通
学
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
電
車
を
使
っ
て

快
適
な
通
学
、
通
勤
を
！

Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
定
期
な
ど
の
定
期
券
は
、

最
大
６
割
引
き
と
な
り
、
他
の
公
共
交
通

と
の
相
互
利
用
の
範
囲
も
拡
大
中
で
、
私

鉄
、
地
下
鉄
な
ど
と
の
乗
り
換
え
も
さ
ら

に
便
利
に
な
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

Ｊ
Ｒ
お
で
か
け
ネ
ッ
ト
（h

ttp
://w
w
w
.jr-

o
d
ekake.n

et/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
鉄
道
定
期
券
の
販
売
は
利
用
開
始
日
の

14
日
前
か
ら
で
す
。
４
月
１
日
か
ら
の

定
期
券
は
３
月
18
日
か
ら
販
売
開
始
さ

れ
ま
す
。
最
寄
り
の
地
元
駅
で
ご
購
入

く
だ
さ
い
。（
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
定
期
は
長
浜

駅
、
高
月
駅
、
木
ノ
本
駅
で
販
売
）

◆
高
校
生
向
け
路
線
バ
ス
乗
り
放
題

定
期
券
を
発
売
！

【
対
象
路
線
】

長
浜
・
米
原
市
内
の
湖
国
バ
ス
全
路
線

【
料
　
　
金
】

１
か
月
１
万
円

３
か
月
３
万
円

６
か
月
６
万
円

【
販
売
日
】

毎
月
26
日
〜
翌
月
１
日
　

【
販
売
場
所
】

長
浜
駅
前
バ
ス
案
内
所
、
木
之
本
観
光
案

内
所

※
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。

※
高
校
生
向
け
新
規
定
期
券
の
詳
細
は
、

湖
国
バ
ス
㈱
（
7
６
４
‐
１
２
２
４
）
ま

た
は
、
同
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
で
。

※
鉄
道
、
バ
ス
と
も
に
、
定
期
券
の
購
入

時
に
は
学
生
証
等
が
必
要
で
す
。
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コラム　 
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庁
舎
竣
工

新
議
場
で
の
初
議
会

新
庁
舎
が
竣
工
し
、
二
か
月
が
経
過

し
ま
し
た
。
庁
舎
の
建
設
は
百
年
に
一

度
の
大
事
業
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
こ

の
度
の
竣
工
は
喜
び
も
ひ
と
し
お
で
し

た
。防

災
の
拠
点
と
な
る
新
庁
舎
は
、
簡

素
で
機
能
的
な
も
の
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

私
を
先
頭
に
、
職
員
が
一
丸
と
な
り
、

的
確
に
市
政
を
推
進
し
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
の
信
頼
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

「
魂
」
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

皆
さ
ん
、
気
楽
に
新
庁
舎
の
見
学
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
長
室
に
も

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
国
の
最
大
の
取
組
で
あ
る

「
人
口
減
少
」
対
策
に
連
動
し
、
１
月
１

日
に
「
長
浜
市
総
合
戦
略
本
部
」
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
私
が
本
部
長
と
な
り
、

全
部
長
を
本
部
員
に
配
置
し
、
市
を
あ

げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

新
庁
舎
竣
工
式
で
、
来
賓
と
し
て
お

招
き
し
た
石
破
地
方
創
生
担
当
大
臣
に
、

記
念
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
臣
か
ら
「
地
方
か
ら
国
を
変
え
る
時

が
来
た
。
古
く
か
ら
多
く
の
歴
史
を
変

え
て
き
た
、
こ
こ
長
浜
か
ら
地
方
創
生

の
素
晴
ら
し
い
旗
を
立
て
て
欲
し
い
」

と
激
励
さ
れ
ま
し
た
。
大
臣
の
講
演
を

聞
き
、
心
が
奮
い
立
つ
強
い
感
動
を
覚

え
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
み
た
い
と
決

意
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

長
浜
市
議
会
定
例
会
が
２
月
27
日
に

開
会
し
ま
し
た
。
新
議
場
で
の
第
１
回

目
の
記
念
す
べ
き
議
会
で
す
。
新
年
度

予
算
や
条
例
の
改
正
な
ど
、
極
め
て
重

要
な
案
件
ば
か
り
で
す
。
特
に
、
今
回

は
補
正
と
し
て
「
地
方
創
生
」
に
向
け

た
先
行
型
事
業
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

議
会
に
は
丁
寧
な
説
明
と
誠
意
あ
る
対

応
を
行
い
、
緊
張
感
を
持
っ
て
望
み
ま

す
。
真
剣
な
議
論
を
い
た
し
ま
す
の
で
、

是
非
皆
さ
ん
、
傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

※至誠通天
誠を尽くせば天が
味方してくれること

和装姿の似合うまち・長浜の
新たな行政拠点としてスタート▼

▲新議場にて

□
２
㎏
程
度
の
買
い
物
を
し
て
持
ち
帰

る
の
が
困
難
で
あ
る

□
家
の
中
の
や
や
重
い
仕
事
（
掃
除
機

の
使
用
、
布
団
の
上
げ
下
ろ
し
な
ど
）

が
困
難
で
あ
る

□
家
の
中
で
つ
ま
づ
い
た
り
、
滑
っ
た

り
す
る

□
片
足
立
ち
で
靴
下
が
は
け
な
い

□
階
段
を
上
る
の
に
手
す
り
が
必
要
で

あ
る

□
横
断
歩
道
を
青
信
号
で
渡
り
き
れ
な
い

□
15
分
く
ら
い
続
け
て
歩
く
こ
と
が
で

き
な
い
　

※
（
公
社
）
日
本
整
形
外
科
学
会
　
作
成


